
別紙様式3-1 提出先 共通

介護職員処遇改善加算・介護職員等特定処遇改善加算・介護職員等ベースアップ等支援加算

実績報告書（令和 5 年度）
1基本情報く共通＞

フリガナ シャカイフクシホウジンケイジンカイ

法人名 社会福祉法人渓仁会

法人所在地 札
T

幌市中央区北3条
L
西28丁目2番1号

フリガナ

書類作成担当者

連絡先 電話番号I 011-640-6767 | E-mail I  

【本実績報告書で報告する加算】※取得した加算について「0」、取得しない加算について「x」を選択すること。
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2実績報告についてく共通＞
• 2(2) (3) では以下の要件を確認しており、オレンジセルが「0」でない場合、加算取得の要件を満たしていない。
I 【処遇改善加算】介護琺員の賃金について、処遇改善加算による賃金改善所要額が、 同加算の算定額以上であること
ll ［特定加算］介護庶員及びその他の器員の賃金について、特定加箕による賃金改善所要額が、同加算の算定額以上であること
m ［ペースアッブ等加算J介設朦員及びその他の粒員の貨金について、ペースアップ等加算による賃金改善所要額が、同加算の算定額以上であること
w 【全加算］処遇改善加算等による賃金改善以外の部分で賃金水準を引き下げないこと。

(1) 加算額以上の賃金改善について（全体）

取得した加算の合計

I① 令和 5 年度の加算の総額

② 
加打による賃金改善所要額の総額

（①の加算の総額以上であること）

465,754,773|円

637,319,230 I円

(2) 加算額以上の賃金改善について（各加算の内訳） 要件 I

， 処遇改善加算 lo 

1: 各：：によ｀：二；

額

（①の各加算の額以上であること）

307,082,150|円

(•) 421,526,394|円| （b) 

(3) 加算以外の部分で賃金水準を下げないことについて

① 令和 5 年度の加算の影押を除いた賃金額 (d)- （'1,632,316,912 円

（ア）本年度の賃金の総額 (d) 2,269,636,142 円
（イ）本年度の加算による賃金改善所要額の総額（再掲） (e) 637,319,230 円

② 前年度の加諄及び独自の賃金改善の影響を除いた (f)-(c)-(h）-0)-Q) 

賃金額 （①の額 は②の 額を下回らないこと）
1,182,749,523 円

（ア）前年度の賃金の総額 co 1,632,316,912 円

（イ）前年度の処遇改善加尊の総額 し） 292,339,524 円

（ウ）前年度の特定加算の総額 (h) 98,661,159 円

（エ）前年度のベースアップ等加算の総額 6) 58,566,706 円（介護職員処遇改善支援補助金の総額を含む）

（オ）前年度の各介護サービス事業者等の 0) 0円独自の賃金改善額

【記入上の注意］

要件II 要件皿

特定加算 〇ベースアップ等加算0

100,897,634 j円 57,774,989円

150.306.340 I円 (c) 65,486,496 1円

· (a)~(c)には、処遇改善加算等による賃金改善に伴う法定福利費等の事業主負担の増加分を含めることができる。
•〈d)には、加算の配分対象とした全ての粒員（介護器員及びその他の牒種）の貫金の総額を記載すること。（処遇改善加算、特定加算、ベースアッブ等

加算の加算額を上回るために実胞した賃金改善の所要額を含む額を記載すること。）
• (f)には、加算を取得する前年度(4月～3月）の実績値について、加算等の配分対象としたすぺての粒員（介護職員及びその他の庶種）の賃金の総

額を記載すること。（処遇改善加算、特定加算、ベースアップ等加算及び処遇改善支援補助金の加算等の金額を上回るために実抱した賃金改善の
所要額を含む額を記較すること。）ただし、 朦員構成が変わった等の事由により、例えば、本年度に入織（退琺）した朦員と同等の賃金水準の朦員が
前年度から在籍していた（いなかった）ものと仮定して計算するなどの方法により、今年度との比較に適した値に修正することが可能である。

• (g)~(i) には、加算を取得する前年度(4月～3月）の実精値について、都道府県国民健康保険団体連合会から通知される「介護庶員処遇改善加算等
総額のお知らせ」「介護器員処遇改善支援補助金 支払額通知書」に基づき記戟すること。ただし、（i）について、令和4年4月サービス提供分の介護
浣員処遇改善支援補助金の額は 、 令和4年5月審査分(2~ 4月サービス提供分）の額を3等分して推計すること。

• (j）の独自の賃金改善額とは、本実籟報告書の提出年度における独自の賃金改善分（初めて処遇改善加打を取得した年度以降に新たに行ったもの
に限る。処遇改善加算、特定加算及びベースアップ等加算そのものの配分を除く。）をいうものであり、処遇改善加算等の加算額令絆えて胃命改苦や
行った場合にはその命額も含む。(j)に計上する金額がある場合には、必ず「2(4)各介護サービス事業者等による処遇改善加算、特定加算及び
ペースアップ等加算の配分を除く費金改善」屈に支給額、方法等の具体的な賃金改善の内容を記戟すること。












